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写真提供者 旭川在住



　自家用電気工作物は事業主が自主的に設備の保安管理を実施する事が電気事業法により義務付け
られています。その為には保安規程に定められた月次点検と共に、年に１回（特例として３年に１回）、
電気設備を停電して年次点検を実施する必要があります。
　この停電による点検、及び復電に際して、各種装置の事前・事後処置が必要となります。
　又、この際には色々なトラブルが発生する事も種々報告されております。
　今回はその事前・事後処置、及びトラブル防止対策について、以下の通り列挙しますので、事業主
の皆様におかれましては担当する当協会の電気管理技術者と十分なる打合せを行い、実施されます
ようお願い致します。

保安教育資料

年次点検・停電作業時の処置及びトラブルとその防止対策
技術委員会

事業主の皆様方へ

トラブルと防止対策

項　目 状況、及び発生しうるトラブル 事前・事後処置、トラブル防止対策

周
知

従業員・関係者
への停電周知

停電作業であっても必要に応じて、非常用（予備）
発電機を運転して点検作業を実施する事があります。
この場合、作業員が誤って感電する恐れがあります。
又、停電作業終了後の復電時に工場の機械設備が
突然動き出し、近くにいる人が怪我をする事も想定
されます。

全従業員・関係者・顧客に対して停電
時間、停電範囲などを事前に周知して
おく事が大切です。

警備会社・
エレベーター
管理会社への
停電周知

警備会社へ連絡せずに停電を行うと、警備員が現場
に駆け付ける事となり、後日、緊急出動費を請求
される事があります。（連絡忘れが非常に多い）
又、古いエレベーターは停電・復電に際して、�
故障する事が有ります。

特に警備会社へは、事前に必ず連絡する
事が必要であり、出来れば停電日が決定
した時点で連絡しておくと、後日の連絡
忘れを防ぐ事ができます。

設
備

冷凍・冷蔵庫

停電に伴い、中の食材が傷む事があり、停電時間
の長さに注意が必要です。
又、復電時、装置の故障で冷凍・冷蔵機能が働かず
解凍してしまう事があります。

復電時は、装置の電源ランプが点灯して
いる事、冷却機能が働いている事の確認
が必要です。

水道水、及び
水利用設備

ビル、マンションには給水（加圧）ポンプが設置
されています。停電中は運転不能となるので、�
飲料水、水洗トイレなどが使用不能となります。

停電前に水の確保が必要です。

電話（交換機）
内蔵バッテリーの経年劣化により、復電後、電話
が使用不能になる事があります。

常日頃のメンテナンスが必要です。
（定期的なバッテリーの交換など）

パソコン
サーバー

装置の電源スイッチを「入」のまま停電すると、
稀にデーターが破損する事があります。
又、サーバーは復電時にその立ち上げに苦労する
事があります。

正規の手順でシャットダウンを行ない、
電源スイッチを「切」にしておく必要
があります。

エレベーター

停電直前に安易に乗り込み、閉じ込められる事が
有ります。この場合、直ぐに復電し救出する事と
なりますが、限られた停電時間内での点検作業に
支障をきたす事となります。

停電直前に所定の階（１階など）に�
降ろし「休止」状態とする事、及び、�
「停電作業中」の札を貼っておくこと�
なども有効です。
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項　目 状況、及び発生しうるトラブル 事前・事後処置、トラブル防止対策

設
備

ボイラー設備
通常、ボイラーは停電にて停止し、復電時、自動
運転にはならない事になっています。

復電後、ボイラー制御装置のリセット
操作を行い、再運転出来る事を確認�
します。

TVアンテナ用
ブースター
（増幅器）

古いＴＶブースターは停電・復電時のサージや�
ノイズにより故障する事があります。

停電前にブースターの電源スイッチを
「切」にするか、又はコンセントから�
電源プラグを抜いておく必要があります。

ナースコール
ナースコール等の緊急呼出装置にはバッテリーが
内蔵されています。　復電時に使用不能となる事
が稀に発生しています。

常日頃のメンテナンスが必要です。
（定期的なバッテリーの交換など）

その他
電子機器

年数の古い電子部品が内蔵されている装置は、部品
が劣化している事が考えられます。
高圧開閉器及び低圧開閉器の開閉操作時、ノイズ
が装置に侵入し故障する事があります。

停電前に、必ず装置本体の電源スイッチ
を「切」にするか又は電源プラグを�
コンセントから抜いておく必要があり
ます。
【装置例】
　・ＩＴＶ監視装置、電話設備
　・放送設備、音響設備
　・ラジオ、テレビ、ウォシュレット
　・冷房・暖房等の空調設備
　・医療用機器
　・ＮＣ機械加工設備
　・その他電子機器

【特記事項】

　上記で述べたトラブルは、電力会社の配電線が停電した場合でも同じ現象として発生する
ものです。
　定期的な電源の「入・切」、動作確認、古くなったバッテリーやプリント基板の交換など、
普段からの各種装置のメンテナンスをメーカー又はサービスメンテナンス業者に依頼して�
おく事がトラブル防止になります。
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　ご家庭、又は事務所で突然照明が消えたり特定のコンセントに接続されている機器の電源が切れたりする事が

ありますが、その原因の殆どはブレーカーが何らかの原因で切れた事によるものです。

　今回はこのブレーカーが切れる原因とブレーカーの種類による復帰の仕方を解説します。

　（但し、ご自分で処置する事に不安がある場合は当協会の電気管理技術者に相談して下さい）

「ブレーカーが切れる原因」
「写真の分電盤に付いているブレーカーの種類」

主幹ブレーカー

漏電ブレーカー

分岐回路ブレーカー（安全ブレーカー等）

１．「分岐回路ブレーカーが切れる場合」
ブレーカーの電流容量以上の電気機器を使用した場合に切れます。

殆どの分岐回路ブレーカーは20A・30Aの電流値以上で遮断するもの

が殆どですがコンセント回路の場合、このブレーカー１回路に対して

数か所のコンセントに接続されています。特に消費電力の多い電気�

ストーブ・電気ポット・コーヒーメーカー等を同時に使用する事により

切れる事が多いですので、切れた場合は該当コンセントに接続されて

いる機器を外してからブレーカーを投入すると復帰できます。

２．「漏電ブレーカーが切れる場合」
漏電ブレーカーは、過電流によりブレーカーを切れる機能に加えて、漏電が発生した場合にブレーカーが�

切れる機能を有しています。その場合、過電流か漏電で切れてるかを判別するために、ブレーカー表面に�

漏電で切れた場合にだけ飛び出して表示されるボタンがあります。（左の写真を参照下さい）

このボタンが飛び出ていない状態で切れた場合は１.と同様の処置で復帰

出来ますが、漏電表示ボタンが飛び出て切れた場合、ブレーカーレバーを

一度下に下げてから漏電表示ボタンを押し下げて復帰させ、再びレバーを

上げて復帰させて下さい。漏電が継続している状態の場合はブレーカーを

再投入しても再び切れますので、その場合は無理に復帰させる事はしないで、

当協会の電気管理技術者、電気工事会社に連絡して漏電の原因調査と漏電�

箇所の改修をしてから復帰させて下さい。

３．「主幹ブレーカーが切れた場合」
分岐ブレーカーは切れないのに大元の主幹ブレーカーが切れた場合は、

各分岐回路は分岐ブレーカーの容量以内で使用されていますが、各分岐

回路の総合的な電流値が主幹ブレーカーの容量を超えた場合切れる事

になります。その場合、応急的には各分岐回路で使われる機器を制限

保安教育資料

ブレーカーが切れたら
広報委員会

して復帰させる事になりますが、何度も切れる場合は当協会の電気管理技術者に相談頂き、分電盤全体の電気容量

の増設等のご検討を頂く事になる場合もあります。

3



　また、場合によっては主幹ブレーカーに漏電ブレーカーが使用されている場合もありますが、この場合はどの

分岐回路で漏電が起こった場合でも、全ての電源が切れる事になりますので停電と同じ状態になります。その�

場合の漏電が起こっている分岐回路以外を除いて復帰する方法を次に説明します。

「主幹漏電ブレーカーが切れたときの処置」
写真は住宅用の分電盤ですが、ビル内の事務所でも主幹ブレーカーに漏電ブレーカーがある場合は形・大きさが

違っていても構造はほぼ同じです。この場合、配線用ブレーカー（分岐ブレーカー）の、どの回路で漏電が発生

した場合でも主幹漏電ブレーカーが切れますので、この分電盤から配電される場所全体が停電状態となります。

「漏電している分岐回路以外を復帰させる手順」
１）�漏電の発生により主幹漏電ブレーカーが切れた場合はブレーカー表面の表示ボタンが（写真のブレーカーの

場合は黄色のボタン）飛び出しているので確認する。（漏電以外で切れた場合は、表示ボタンは出ない）

２）�漏電表示が飛び出していて切れた場合は、分電盤内の分岐ブレーカーを全て開放（切）としてから主幹漏電

ブレーカーを投入復帰する。（切れた場合、投入レバー

は「ON」と「OFF」の中間にあるので一旦 ｢OFF｣

としてから入れなおす）

３）�次に、開放した分岐ブレーカーを順次投入して行き�

主幹漏電ブレーカーが再び切れた時の分岐回路が漏電

の発生回路なので、そのブレーカーを切りのままにして

主幹漏電ブレーカーを再び投入し、漏電している回路

以外の分岐ブレーカーを順次投入する。

４）漏電発生の回路は、調査修理の上復帰投入する。
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上空からの全景撮影（ドローン） 電灯：20kVA、動力：100kVA、常用発電機：100kVA

肥
ひ

培
ば い

圧送ポンプ施設（牛糞を送るポンプ） 牛舎 自動給餌機

搾乳ロボット 自動照明・エアーカーテン バルククーラー
（生乳を冷却する施設）

羽
は ね い し

石牧場

事業場
　　探訪その

道東別海町にて畜産業を経営しています。
別海町は、北海道の東（道東）、根室半島と知床半島の中間に位置します。
酪農は、広大な面積に恵まれ、乳牛11万頭を数え、「新酪農村」の建設で、
かつて例のない大型酪農地帯を形成し生乳生産量日本一を誇っています。

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業として、平成29年11月に竣工しております。
フリーストール牛舎：延べ面積2909㎡（120ｍ×25m）……乳牛：130頭、搾乳量：3,800kg ／日
※�フリーストール牛舎とは、牛の通路・牛床（牛の寝床・休息場所）・飼槽・飲水設備・糞尿搬送設備で構成
される。牛は、自由に歩いて、採食・飲水・休息などの行動ができるため、ストレスなく過ごすことができる。

牛舎内機器は、タイマー及び温度計・照度計・センサーによりオートメーションで動作します。

電気管理技術者からの一言（釧路支部　福嶋）

肥
ひ

培
ば い

施設
（牛糞を集積し乾燥して肥料にする施設）
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プレハブハウス製作中 鋼材加工機 鋼材加工機

本社

引込柱 屋内キュービクル 屋外作業場

株式会社　広
ひ ろ

　菱
び し

事業場
　　探訪その

　株式会社 広菱の鋼材加工事業場「広菱」は、

中札内「道の駅」の南側に位置する敷地内に�

本社と工場があります。

　同社は「とび・土木工事・管工事・鋼構造物

工事」を主な対応工事にしており、同社が工事

で使用する、鋼材他資材加工・製品の製作は、

すべてこの事業場で行っています。

　会社をあげて「健康・福祉・安全衛生」の�

向上に取り組んでいます。

自動点滅器やタイムスイッチを設置して、電気使用の無駄を減らす努力を行っています。

受電設備は屋内に設置され、設備容量は130kVA。

電気管理技術者からの一言（帯広支部　藤本　芳弘）

事業場名　広　菱
〒089-1300
河西郡中札内村常盤西１線250-11
℡ 0155-68-3737
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当協会員が
お手伝いします!!

電気の保安管理は

〒078-8211
旭川市1条通23丁目111番地25
館脇ビル２Ｆ
TEL（0166）74-6435
FAX（0166）74-6447

〒090-0018
北見市青葉町10番14号
TEL（0157）31-8670
FAX（0157）31-8670

〒080-0801
帯広市東１条南28丁目17番地２
TEL（0155）25-0982
FAX（0155）25-0982

〒084-0906
釧路市鳥取大通３丁目10番11号
TEL（0154）51-3745
FAX（0154）51-3745

〒053-0042
苫小牧市三光町５丁目12番９号
TEL（0144）84-1044
FAX（0144）84-1044

〒059-0028
登別市富岸町１丁目２番地12
TEL（0143）84-1288
FAX（0143）84-1919

〒047-0046
小樽市赤岩１丁目24番30号
TEL（0134）23-4816
FAX（0134）23-4816

〒040-0084
函館市大川町14番11号
TEL（0138）41-7919
FAX（0138）41-7970

〒060-0041
札幌市中央区大通東３丁目２番地
北海道電気会館内
TEL（011）241-3965
FAX（011）241-3965

札幌
支部
札幌
支部

小樽
支部
小樽
支部

函館
支部
函館
支部

室蘭
支部
室蘭
支部

苫小牧
支部
苫小牧
支部

釧路
支部
釧路
支部

帯広
支部
帯広
支部

北見
支部
北見
支部

北海道電気管理技術者協会一般社団法人

本部事務局／〒060-0041 札幌市中央区大通東３丁目２番地 北海道電気会館
TEL（011）596-8312   FAX（011）596-8313
メールアドレス info@denkikanri-hokkaido.jp
ホームページ http://www.denkikanri-hokkaido.jp

旭川
支部
旭川
支部

NET
WORK

でんきくん

かんりちゃん

発行人　柴田　健一
編集人　広報委員会
　　　　坂東　利保　浜谷　信英　千葉　和弘
　　　　上田　　剛　塩田　辰也　宮下　隆司
　　　　国本　洪正　佐藤　喜一（技術委員会）

　毎回掲載している（保安教育資料）は電気機器を
安心・安全にご使用して頂く為に掲載しています。
特に今回は「低濃度ＰＣＢ廃棄物処理」に関して
の解説も掲載していますので、ご理解を深めて 
頂き早期の対応をご検討頂ければと思います。
� （坂東）

編集
後記

電　気
かんり
北海道


